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本利用課題では，TSUBAME スパコンに WRF 気象モデルを用いて，気象イベントを考慮できる建築環境の

上空における大型台風や竜巻・突風等の局所的な気象現象の再現を試みた．本報では，2012 年 5 月に茨城県

で発生した大型竜巻を対象にして再現解析を実施した．気象観測データ等との比較により、高解像度で計算し

た気象モデルによりメソサイクロン構造とそこから発生した竜巻の再現を確認した． 
 

A mesoscale meteorogical analysis system for build environment has been developed considering 
the effects of extreme weather events such as large typhoons, tornadoes. An effort has been made to 
obtain the real tornado flow field under reproducing a real tornado event on 6th May 2012 in Japan 
by using the meteorological model. Simulated meteorological parameters and tornado like vortex 
have been found in good agreement with observation results. 

 
Keywords: Tornado, WRF, Building Environment, Weather Event 

 
 
背景と目的 

竜巻・突風などの気象イベントによる人的，経済的ロ

スは極めて大きい．特に，竜巻では建物や鉄道施設に

甚大な被害が発生しており，内閣府の防災基本計画に

も風水害に係る事象として竜巻などの突風が明記され，

竜巻の発生予測は先端科学技術の開発として重点的

に取り組まれている．また，米国で 2011 年に発生した

竜巻は，多数の死傷者の発生に加えて原子力発電施

設の稼働に影響を与えるなど，気象イベントは国際社

会にも大きなインパクトを与えた． 

そこで，本利用課題はまず，気象モデルを用いて，こ

れらの気象イベント，特に竜巻イベントの再現を試みた．

これより，既存に開発された広域建築環境解析との連

携を行い，記録結果や観測データとの比較により，その

気象イベントの特徴と，地上付近建築環境等へ与える

影響を調べており，気象イベントを考慮できる合理的な

建築環境の構築を目指すものである． 

 
概要 

 竜巻などに置かれた建物の風圧力を予測するために

は，建物に接近する竜巻場の突風の再現が必要となる．

本報ではその突風を得るために，2012 年 5 月 6 日 12

時 35 分頃に，茨城県常総市とつくば市で多くの建物を

破壊した竜巻を対象として，再現解析を行った（図-1 は

当時の建物の転倒被害の一例である）．また，記録され

た被害状況および気象観測データ等との比較によりそ

の再現精度が確認できた．  

なお，解析は異なる数値予報データとネスティング方

法 を 用 い て ， メ ソ 気 象 モ デ ル WRF1) （ Weather 

Research and Forecasting）を採用した．WRF は気

圧，風，気温，水蒸気などで表せる大気の状態変化を

流体力学や熱力学等の物理法則に基づいて解析でき

る計算コードである．  

 

 

図-1 竜巻による建物の転倒被害 
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